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1. はじめに 
秋田大学医学部では、2000 年代初め頃から当時著者

が所属していた医科学情報学講座を中心としてWeb サ

イトやメイルなどを利用した情報処理教育が行われて

いた。2006 年に E-Learning システム WebClass(1)を導入

して以来、当初はこれまで同様 1 年次の「情報処理」

講義でのみの使用であったが、講義資料の提示やレポ

ート回収、テストの実施等の利便性について、他講座

への周知を少しずつではあるが行ってきた。 
現在、WebClass を利用した講義は、学部および大学

院をあわせてようやく十数科目程度まで増加してきた。

本報告では、秋田大学医学部における E-Learning 利用

教育のこれまでと現状について報告する。 
 
2. 開設講義の年度別の推移 

2006 年度に、当時著者が所属していた医科学情報学

講座単独でE-Learning SystemのWebClassを導入して以

来の、年度別の開設講義数の推移を表1に示す。 
 

表1 年度別E-Learning 開設講義数の推移 

年度 教養基礎 専門教育 大学院 合計 

2006 3 5 1 9 

2007 3 3 0 6 

2008 3 2 0 5 

2009 2 5 0 7 

2010 2 3 1 6 

2011 4 6 4 14 

2012 2 5 4 11 

2013 3 4 9 16 

2014 3 4 10 17 

 
教養基礎講義は、著者らによる1年次対象の｢情報処

理｣講義が当初から開設されているほか、初年時ゼミな

どに利用されている。 
専門教育は環境保健学講座開設の医療統計学、医療

情報学講座の医療情報学、その他選択講義の一部に利

用されている。 
大学院は当初からの医療統計学に加え、近年は動画

教材による遠隔講義の開設が増加している。 
いくつかの年度で単年度だけ開設数が増加している

が、E-Learningの利用を試みたものの、サポート体制の

不備等のためうまく活用することができず次年度以降

に引き続き利用することが無かったものである。 
 

3. 今年度のおもな開設講義の概要 
3.1 今年度の開設講義 
今年度の開設講義一覧を表2に示す。 
 

 
 
表 2 中の備考で、｢レポート｣は主にレポート回収機

能のみを利用している講義、「動画配信」は教員の講義

を撮影した動画を配信することにより遠隔講義を行っ

ている講義である。また、*印付きの大学院講義は、後

述する「がん治療専門医養成系クラスター科目」の講

義である。 
以下の各節において、特徴的ないくつかの講義につ

いて述べる。 
 

3.2 情報処理（医学科・保健学科一年次） 
筆者らが開設する講義である。医学科及び保健学科1

年次の学生を対象に、表計算ソフトウエア、ネットワ

ーク及びセキュリティ、簡単なプログラミングなどの

実習を行う。本講義の内容、及び受講前と期末試験の

結果に基づく学習効果の評価等については、これまで

のPCカンファレンス等でも報告している(2)(3)(4)(5)(6)。 
本講義はWebClass導入直後からE-Learningを利用し

対象 科目名 備考

1年次 情報処理(保健学科)

情報処理(医学科)

医学科初年度ゼミ レポート

2年次 医系画像処理

3年次 医療情報学講座研究配属

医学統計学 レポート

4年次 医療情報

大学院 医用統計疫学基礎・演習 レポート

基礎医学技術実習

最新医科学研究 動画配信

生命科学研究概論 動画配信

臨床医学研究概論 動画配信

* がんの生物学と社会医学 動画配信

* 化学療法と免疫療法の基礎と臨床 動画配信

* 放射線療法の基礎と臨床 動画配信

* 特別研究セミナー 動画配信

* 進行がんへの対処、緩和療法 動画配信

表２　2014年度開設講義一覧
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ているので、教材の蓄積もあり、教材の提示、レポー

トの回収、中間の小テスト及び最終試験などほぼ全て

をWebClass上で実施している。 
実際の教材の画面の例を図1に示す。 

 
3.3 大学院講義(動画配信科目) 
大学院対象の講義科目のうち、特徴的なものとして

あらかじめ撮影した教員の講義画像を動画配信して、

遠隔地からの講義受講を可能にしている講義がある。 
表 2 の講義一覧のうち、「最新医科学研究」「生命科

学研究概論」｢臨床医学研究概論｣および「がん治療専

門医養成クラスター科目」に含まれる科目が該当する。 
これらの講義においては、初回の講義のみ教員が秋

田大学学内で講義を行い、プレゼンテーション画面や

教員の映像、及び音声の収録を行っている。学生は可

能であればこのときに収録現場で受講するが、都合に

より受講できない場合、あるいはすでに収録済みの講

義などでは、WebClass のコースから配信されている動

画を視聴することにより受講することができる。 
大学院生には多数の社会人学生が在籍し、多くの場

合通常は各自の所属する外部の病院等で勤務している

ので、これらの動画配信による講義は任意の時間に受

講することができるため有効に利用されている。 
なお、講義動画には無制限の一般公開に適さないも

のもあるので、動画のダウンロードをある程度避ける

ことができるようストリーミング配信を用いている。

現状ではMacOS X ServerのQuicktime Streaming Server
による配信を行っているが、最新のMacOS X Serverで
はこの配信機能が廃止されてしまったため、何らかの

代替策を考慮する必要がある。 
また、秋田大学を代表とし、国内の複数の大学が参

加している「がんプロフェッショナル養成基盤推進プ

ラン」(1)に基づく、秋田大学次世代がん治療推進専門家

養成プランの大学院コースの専門科目「がん治療専門

医養成系クラスター科目」としてもWebClassを用いた

動画配信科目が開設されている。この科目では、互い

に離れた場所に存在するプラン参加大学に、講義担当

の教員及び受講学生が所属するため、このような遠隔

講義のシステムが必須である。 
実際のコース画面の一例を図2に示す。 
 

4. おわりに 
本稿では、秋田大学医学部におけるWebClassを用い

た E-Learning 利用講義の現状について紹介した。レポ

ート回収のみの利用から動画配信による遠隔講義まで、

複数の講義で利用が広がりつつあるが、サポートの面、

及び PC 実習室の収容能力(1 学年全員同時の受講は不

可)のため現状では利用の拡大に限界がある。これらの

課題に対応し、更なる E-Learning 利用の拡大を図って

いきたいと考えている。  
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図1 ｢情報処理｣教材の例 
 

 
 

図2 動画配信教材の例（生命科学研究概論） 
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